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 所⾧挨拶                    

本ニューズレターには、高崎経済大学地域科学
研究所の事業のうち、第 40 回公開講座、第６回
地域経営セミナー、第 15 回地域めぐり、公開シ
ンポジウム「『ものづくりシティ』高崎の躍動」
についての実施概要等を掲載いたしました。是
非、ご一読ください。 
市民の皆さまには、今後とも、当地域科学研究

所の事業に積極的にご参加いただくとともに、よ
り一層のご理解とご協力を引き続きお願いする次
第です。 

所⾧ 佐藤 徹 
 
 事業報告① 第４０回公開講座             

第 40 回公開講座 
「現代社会への多面的アプローチ」 
第 40 回公開講座は，前年度に引き続き，対面ま

たはオンラインのいずれかで受講できるハイフレ
ックス方式で別掲のとおり実施しました。受講者
93 名の内，53 名が 7 回以上出席され，修了証が
手渡されました。受講生の方々は，熱心に受講さ
れ，講師へ積極的に質問をされていました。 

《第４０回公開講座》 
➀10 月 16 日 
若林 隆久所員（地域政策学部准教授） 

「ChatGPT などの電子ツールを用いた教育・実務」 

②10 月 24 日 
佐藤 和宏 所員（地域政策学部准教授） 
「持家社会の現在と今後」 
③10 月 31 日 
矢野 修一 所員（経済学部教授） 
「「グローバルサウス」とどう向き合うか」 
④11 月 6 日 
加藤 健太 所員（経済学部教授） 
「岩倉使節団と津田梅子」 
⑤11 月 9 日 
寺田 光成 元特定研究員 
（元地域政策学部特命助教） 
「町内会の役割とこれから:町内会間に住みな

がらの実践」 
⑥11 月 14 日 
井上 真由美 所員（経済学部准教授） 
「渋沢栄一と商業教育」 
⑦11 月 21 日 
森 祐司 所員（経済学部教授） 
「ライフプランニングと資産形成 
  ～投資についての基礎知識と課題～」 
⑧11 月 29 日 
安田 慎 所員（地域政策学部准教授） 
「COVID-19 以後の観光政策」 
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⑨12 月 7 日 
服部 昌彦 所員（経済学部准教授） 
「イノベーターのジレンマ 
 ―イノベーションを起こすのは誰か?―」 
⑩12 月 13 日 
友岡 邦之 所員（地域政策学部教授） 
「地方でアートを育む意義とその方策」 

 
 事業報告② 第６回地域経営セミナー      
第６回地域経営セミナー「自治体の DX 化」 

高崎経済大学地域科学研究所は、公立大学のシ
ンクタンクとして、広く群馬県の自治体行政にも
寄与するべく、企画・運営を実施している。その一
つとして、自治体職員向けの研修講座として「地域
経営セミナー」を開催してきた。2023 年度は、世
界的なデジタル化を踏まえ、地域経営セミナーの
テーマを「自治体の DX 化」に設定し、2023 年 11
月 27 日（月）14:00～16:00 に高崎経済大学図
書館ホールでハイフレックス方式にて開催した。
参加者は、8 つの自治体から、19 人であった。 

今年度のセミナーでは、自治体の DX 化で先進
的な東京都からデジタルサービス局サービス開発
担当部⾧の荻原聡氏をお招きし、「東京都庁におけ
る DX の取り組み」をテーマに基調講演を頂き、
その後に総合討論を行った。コメンテーターは、高
崎経済大学地域政策学部の山本匡毅が務めた。 

荻原氏からは、東京都庁の DX 化について、詳
細な報告があった。報告の要点として、まず、東京
都の DX 化の目的は都民の QOL（Quality of Life）
向上であり、このミッションの下で、例えば、各局
の DX 支援を通じて、都庁の QOS（Quality of 

Service）向上や、デジタルの力で東京のポテンシ
ャルを引き出すことを通じて、都民が質の高い生
活を送るために、都庁内の改革を進めているとし
た。DX 化は都庁だけでは十分でないため、政策推
進団体として一般財団法人 GovTech 東京を設置
し、DX 化の両輪となっている。2019 年には
TOKYO Data Highway を掲げ、5G の普及も目指
し、スマート東京（TOKYO Data Highway、街の
DX、都庁の DX の 3 本柱）の実現を目指している。
かかる DX 化を推進するために、東京都では特定
任期付職員、ICT 職（2021 年度開始）の登用を始
めている。さらに行政職員の能力発揮のために、デ
ジタルスキルマップを作成し、人材確保と人材育
成（東京デジタルアカデミー）を進め、人材確保

を行ってきたとのことであった。この他、スマート
シティ、都庁 DX アワードなどのお話も頂いた。 

総合討論では、参加者から質問を出して頂いた。
例えば、デジタルを使えない層にどのように対応
するのかという点には、伴走型支援を行うこと、組
織の意思決定をどのようにしているかという点で
は、Teams を使う工夫をしており、チャットなど
を使いつつ、最終的には局⾧、副知事（元 Yahoo
会⾧）が行っているとのことであった。他にも多く
の質問があり、活発な意見交換を行うことができ
た。 

＜第 40 回公開講座の様子:講師 友岡 邦之所員＞ 

＜第 6 回地域経営セミナー 荻原 聡 氏＞ 



高崎経済大学地域科学研究所 ニューズレター (23) 

 

 

- 3 -

 

セミナー終了後には、対面での参加者と荻原氏
の間で名刺交換が行われ、群馬県内自治体と東京
都庁のネットワーキングをすることができた。そ
の成果として、参加自治体の一つが東京都庁にア
プローチし、DX 化に関する視察のアポイントメン
トを取ることにつながった。 

本セミナーでは、東京都庁を事例として、議論を
進めた。東京都は日本で最大の自治体であり、群馬
県内の自治体がすべてを模倣することは困難であ
る。今回のセミナーの開催意図の一つは、群馬県内
自治体の職員が先端の DX 化を知ることで、危機
感を醸成するとともに、自治体職員自らができる
ところから DX 化を進めることであった。今回の
セミナーで意図のすべてを実現できたとは言えな
いものの、一部の自治体が東京都庁へ行くことに
なったことからも現れているように、県内自治体
の DX 化に対する問題意識を高めることにつなが
ったのではないかと考えられる。 

山本 匡毅（地域政策学部教授） 
 

 
 事業報告③ 第１５回地域めぐり          
第 15 回地域めぐり 
「宿場町・倉賀野を見る、歩く 
  ～身近な街の歴史探訪～」 

2023 年 12 月 9 日（土）、今年度 2 回目の地域
めぐり「宿場町・倉賀野を見る、歩く～身近なまち
の歴史探訪～」を行いました。 

中山道と例幣使街道が合流する倉賀野は、中山
道の宿場町として栄えた歴史があります。さらに
烏川を用いた舟運の中心地でもあり、倉賀野河岸
は物流の中心地として大いに栄えました。ただ、多
くの宿場町がそうであるように、倉賀野もまた今
日では一見しただけでは、そうした歴史的背景に
気付くことは難しい状況です。ただ、多少の予備知
識を入れたうえでよくよく現地を観察すると、実
は今でも往時の様子を感じることができる場所で
もあります。そうした地域の歴史や文化を「再発

見」する楽しさを知ってもらうために、この巡見を
企画しました。 

烏川沿いも歩くので、雨や風、それに伴う寒さな
どを心配していましたが、結果的には天候に恵ま
れ大変穏やかな 1 日でした。また、ありがたいこ
とに応募者多数であったため、事務局の方で 12 名
に絞らせていただいたのですが（うち 1 名は体調
不良でご欠席）、そのなかには 4 名の学部生も参
加していました。もちろん、市民の皆様が多くご応
募いただいたことも大変喜ばしいのですが、学部
生の皆さんにも興味を持ってもらったことは、コ
ーディネーターとしても嬉しく思った次第です。 

以下、当日の大まかなタイムスケジュールにな
ります。 

午前 9 時 10 分に大学から後援会のバスに乗り、
車内にて鈴木より簡単な倉賀野の歴史を説明し
て、現地（倉賀野緑地駐車場）へと向かいました。
なお、現地では倉賀野出身の私のゼミ生（髙橋里湖
さん、細村和花さん）にも同行いただき、住民目線
で話をしてもらいました。午前中は旧中山道沿い
およびその近隣に残る旧家の様子や倉賀野河岸
跡、井戸八幡宮、そして冠稲荷神社などを見学、説
明し、高崎市倉賀野おもてなし館に到着しました。
そこで高崎市観光ガイドの会会⾧の三澤憲一さん
（倉賀野在住）に、宿場としての倉賀野についてミ
ニレクチャーをしていただき、その後、昼食となり

＜視察の様子:倉賀野神社＞ 
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ました。なお昼食は、元市役所職員で本学にも勤務
されていた永田和也さんがオーナーを務められる
「さんぽ屋」さんにお願いをしてカレーを作って
いただきました（永田さんにも一言、お話いただき

ました）。 
午後は九品寺や本地跡・脇本陣跡などを見学し、

倉賀野神社へ向かいました。神社では高木直明宮
司のご厚意で特別に本殿へとあげていただき、そ
こで倉賀野神社に関するご説明をいただきまし
た。その後は倉賀野城跡を確認し、バスに乗って群
馬の森へと向かいました。ここは戦前・戦中と岩鼻
火薬製造所の一部だったため、今でもその名残を
見ることができます。そうした名残を確認するた
め、群馬の森をぐるっと 1 周しました（まだ朝鮮
人労働者追悼碑もありました）。そして 16 時過ぎ
に群馬の森から大学へと引き返し、解散となった
次第です。 

全体としては少し詰め過ぎたところと、逆に必
要以上にゆっくりしてしまった箇所とがあったの
は反省点ですが、概ね、参加者の皆様からは好評だ
ったと聞いております。 

今後ですが、高崎（あるいは群馬県）の歴史「再
発見」の楽しさを知る、という命題のもと機会があ
れ引き続きこのような機会を設けたいと思った次
第です。また、今後もし担当できるのであれば、本

学に限らず市内の大学生・大学院生なども参加で
きるような企画を引き続き考えたいと思っており
ます。 

最後にこの地域めぐりのために、下見の同行か
ら見学先への折衝までご担当くださった地科研事
務局（研究支援チーム）の高橋史郎さん、井野翔紀
さん、そして何より参加者の皆様にこの場を借り
て御礼申し上げたく思います。有難うございまし
た。 

鈴木 耕太郎（地域政策学部准教授） 
 

 事業報告④ 公開シンポジウム       
公開シンポジウム 

「『ものづくりシティ』高崎の躍動」 
2024 年 2 月 28 日（水）に地域科学研究所主

催のシンポジウムが開催された。『地方製造業
の躍進』（2022 年）では収録できなかった
2020 年以降のコロナ禍での中小企業経営の現状
を、経営者の方を中心に語っていただくことが主
題となった。 
シンポジウムは製造業プロジェクトの趣旨説

明、高崎市、群馬県、群馬経済研究所、ジェトロ
群馬などの支援機関による現状報告に続き、株式
会社秋葉ダイカスト工業所、株式会社荻野製作
所、群栄化学株式会社、株式会社ヌカベ、八木工
業株式会社の経営者、責任者によるパネルディス
カッションが行われた。矢野修一教授（地域科学
研究所所員）による軽快なコーディネートで、グ
ローバル化、デジタル化、働き方改革による賃上
げにどう対応しているのかが議論された（以下
は、筆者のメモに基づくものなので誤解もあるか
もしれない）。 
グローバル化については、「ローコストではな

く、現地調達に応える。必要な顧客がいるかどう
かだ」、「日本だけでサプライチェーン守るのは
難しいので複数の経路を持つことが必要だ」、
「円安前提でものづくり考えると、輸出しやす
い。日本に入ってきたものを修理するなど発想の

＜高崎ゲストハウス＆カフェ さんぽ屋 永田 和也 氏＞ 
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転換を行う」などの回答があった。デジタル化に
ついては、「AI を使った外観検査や機械加工の
検査ができないか研究を進めている」、「微細な
傷の発見は難しいが、組み立て時のエラーはチェ
ックできる」などの回答があった。働き方改革に
いては、「インドネシアやベトナムからの技能実
習生を今後も受け入れていく」、「マネージャー
クラスになるような高度人材としての外国人材に
注目している」、「まずデジタル化で生産性を上
げ、次に外国人材活用を考える」などの回答があ
った。 

『日本経済新聞』2024 年 1 月 27 日付によれ
ば、群馬県では物価上昇率を上回る規模で賃上げ
を行っている。群馬経済研究所調査でも、2023
年度に県内企業の 78%強が賃上げをしたか、実
施予定である。中小企業経営者が労使関係を重視
し、賃上げ環境を整備することで、地域内の消費
が上向き、好景気に向かう条件を作る。ご登壇い
ただいたパネリスト企業の方々は、厳しい経済環
境の中で、地域に根を張って活動することの自負
を感じさせた。 

今回のシンポジウムでは、研究支援チームが中
心となり、高崎商工会議所や企業関係者との日程
調整、シンポジウム当日の招待者対応、受付や機
材準備、タイムキーピングなど多くの作業を行っ
た。充実したシンポジウムとなったのは研究支援
チームの用意周到な準備があったからである。事
前登録段階で 100 人を超える参加者申し込みが

あり、うち 8 割は信用金庫などの金融機関関係
者、高崎市内の企業関係者であった（当日参加は
約 120 名）。シンポジウムが始まる前、会場内
のあちこちで、企業関係者が意見交換をしている
光景を見て、こうした場所を提供することも大学
として大事な役割であることを改めて認識させら
れた。 
地域科学研究所の製造業プロジェクト第 3 弾は

藤本哲教授（地域科学研究所所員）を責任者とし
て「地方製造業のデジタル化」をテーマに調査研
究が進んでいる。高崎地域の中小製造業の魅力を
発見し、発信し、共有することが期待される。 

永田 瞬（経済学部教授） 

  

＜パネルディスカッションの様子＞ 
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 地域科学研究所動静               
・ブックレット第 10 号『スポーツで高崎を変える

－ソフトボールシティへの挑戦－』, 第 11 号『地
方都市における中心市街地の課題－人口減少時
代とまちづくり－』を発行しました。近日中に，
本学ホームページで公開するとともに，市役所 1 
階及び本学図書館にて，無償配布させていただき
ます。 

・地域科学研究所紀要「産業研究」第 59 巻第 2 号
を発行予定です。今号では，論文２本，研究ノー
ト２本，地域経済レポート１本を掲載予定です。 
発行後は本学ホームページ（リポジトリ）よりご
覧いただけます。 
 
 編集後記                  
 私が地域科学研究所の事業に携わらせていた
だくようになってから、早くも１年が経とうとし
ております。昨年の春の連携公開講座から関わら
せていただいたのですが、新型コロナウイルスに
よる制限が緩和された時期でもあり、イベントを
開催するごとに参加者が増え、活気が戻り、その
たびに皆様の学びに対する熱意を感じてまいり
ました。 
 １年間を通してイベントを開催できたことは、
関係各位の多大なるご尽力と、ご参加くださった
皆様によるものであると思っております。来年度
も皆さまに学びの場をご提供できるよう、事務局
一同準備を進めて参ります。      （SI） 
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